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令和 7年 9月 3日 

大学企画業務担当 

 

ディプロマ・ポリシー（DP）評価及び就職状況について（卒業生調査） 

 

対 象：日本文理大学学部卒業生（2020年 3月～2024年 9月卒） 

対象人数：2,069人（上記対象のうちメールアドレスを登録されている方） 

実施方法：GoogleFormを利用したWebアンケート 

実施期間：2025年 7月 22日～8月 2日 

回答者数：99人（回収率：4.8％） 

※本集計結果の公表にあたっては、個人情報保護の観点から、一部の設問項目を省略しております。 

 

設 問：基礎情報、DPに対する設問及び就職状況 

基礎情報 

問 1 性別 

問 2 卒業した学科 

問 3 卒業した年月 

DPに対する設問 

 設問 1 DPの能力について（必要か、必要でないか） 

設問 1-1 社会人として健全な倫理観と責任感を身につけ、時代の変化を捉えて課題を解決しよ

うとする意欲をもち、社会・地域に貢献しようとする情熱をもっていること 

設問 1-2 自然や文化・伝統など幅広い視野に立って、産業界の要請に応える各分野の専門知識

と実践的応用力を身につけていること 

設問 1-3 専門知識を活用するための技能とプレゼンテーション能力、チームで活動するための

コミュニケーション能力を身につけていること 

設問 1-4 課題解決において多角的かつ柔軟な思考力をもち、新しい仕組みや分野の創造にも前

向きに取り組みチャレンジする能力をもっていること 

設問 2 在学中に身につける必要があると思われる能力、思考について（５つまで選択） 

①多文化・異文化に関する知識の理解  

②人類の文化、社会と自然に関する知識の理解  

③日本語と特定の外国語を用いて、読み、書き、聞き、話すことができる。  

④自然や社会的事象について、シンボルを活用して分析し、理解し、表現することができる。  

⑤ICTを用いて、多様な情報を収集・分析して適正に判断し、モラルに則って効果的に活用するこ

とができる。  

⑥情報や知識を複眼的、論理的に分析し、表現できる。 

⑦問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整理し、その問題を確実に解決できる。 

⑧自らを律して行動できる。  

⑨他者と協調・協働して行動できる。また、他者に方向性を示し、目標の実現のために動員できる。

⑩自己の良心と社会の規範やルールに従って行動できる。 

⑪社会の一員としての意識を持ち、義務と権利を適正に行使しつつ、社会の発展のために積極的に
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関与できる。 

⑫卒業後も自律・自立して学習できる。 

⑬これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自らが立てた新たな課題にそれらを

適用し、その課題を解決する能力 

⑭社会・地域の発展に寄与できる能力・想像力 

⑮周囲の意見へ傾聴することができる 

⑯周囲の立場を理解することができる 

⑰変わりゆく社会への高い関心 

⑱新たな領域の創出へのチャレンジ精神 

⑲目的に対する計画性（準備する能力） 

⑳リスクを管理する能力 

㉑他人の意見から謙虚に学ぶことができる 

現在の状況について 

設問 3-1 ○卒業時の企業に就業中 ※Aの設問へ 

○転職 ※Bの設問へ 

○退職 ※Cの設問へ 

○その他 ※Cの設問へ 

【A】 

設問 3-2-1 

設問 3-1で【卒業時の企業に就業中】と答えた方に伺います。 

就業中の企業名・勤務地・職務内容を教えてください。 

【A】 

設問 3-2-2 

→設問 4

へ 

仕事上で満足している項目に「〇」、不満を感じている項目に「×」をつけてくださ

い。 

・仕事内容 ・ノルマ、成果 ・仕事量 ・残業量 ・福利厚生 

・給与 ・休暇 ・人間関係 ・会社の将来性、安定性 

・職場環境 ・教育体制 ・その他 

【B】 

設問 3-2-1 

設問 3-1で【転職】と答えた方に伺います。 

就業中の企業名・勤務地・職務内容を教えてください。 

【B】 

設問 3-2-2 

→【C】へ 

仕事上で満足している項目に「〇」、不満を感じている項目に「×」をつけてくださ

い。 

・仕事内容 ・ノルマ、成果 ・仕事量 ・残業量 ・福利厚生 

・給与 ・休暇 ・人間関係 ・会社の将来性、安定性 

・職場環境 ・教育体制 ・その他 

【C】 

設問 3-3 

→設問 4

へ 

設問 3-1で【 転職・退職・その他（進学等） 】と答えた方に伺います。 

いつ頃退職をしましたか。 

※退職経験が複数ある場合、1回目の退職について選択して下さい。 

退職をした理由は何ですか。該当するものすべての「〇」を選択、最大の理由は「◎」

を 1つ選択ください。 

・キャリアアップのため ・もっとやりたい仕事が見つかったため 

・他企業からのヘッドハンティング  

・能力、成果をもっと評価してくれる企業があったため ・起業のため 

・入社当初より転職を予定していたため ・新しいスキルを学びたかったため 
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・より専門的な分野で経験を積みたかったため 

・自分の強みをさらに活かせる職場を見つけたかったため 

・ワークライフバランスを改善したかったため 

・国際的な環境で働きたかったため 

・よりクリエイティブな業務に携わりたかったため 

・人事評価制度が整っている企業で働きたかったため 

・より大きな責任を持ちたかったため ・業務の幅を広げたかったため 

・自分のアイディアを実現できる環境を求めたため 

・家業を継ぐため 

・家庭の事情 ・配偶者の転勤等家族の事情 ・結婚、出産、育児のため  

・会社の倒産、事務所の閉鎖 ・人員整理、希望退職への応募 

・退職の勧奨 ・能力開発の機会が少ない ・契約期間満了 

・解雇 ・会社の将来性がない 

・会社の経営者や経営理念、社風が合わない ・仕事がきつい、面白くない 

・仕事上のストレスが大きい ・給与に不満 ・福利厚生が不十分 

・能力、成果を正当に評価されない ・労働時間（残業を含む）が長い 

・休日出勤が多い ・作業環境が劣悪  

・ノルマや成果に対するプレッシャー 

・職場の人間関係 ・ハラスメントがあった 

・女性の活躍の場が少ない ・健康上の理由 ・人事異動（転勤含む）   

・その他 

卒業後の本学への心象 

設問 4 本学を卒業したことを誇りに思いますか。 

設問 5 今後の日本文理大学に期待することをお寄せください。（自由記述） 

設問 6 今後、本学とのかかわり方において「行いたい」「行ってもよい」と考えているもの

をすべてお答えください。（複数回答可） 

１．大学公式 SNSへの登録（Instagram、Facebook等） 

２．大学イベントへの参加（一般向け・学園祭など） 

３．大学スポーツ応援（試合観戦など） 

４．卒業生向けイベントへの参加（地域や卒業年度ごとの集まりなど） 

５．社会人向け講座 

６．大学院進学 

７．大学の発展のための寄附 

８．在学生（後輩）のための寄附 

９．自身の指定する部活・サークルのための寄附 

１０．経済的に困窮している学生のための寄附 
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基礎情報 
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DPに対する設問 

 設問 1 DPの能力について（必要か、必要でないか） 
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 設問 2 在学中に身につける必要があると思われる能力、思考について（５つまで選択） 
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現在の状況について 
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卒業後の本学への心象 
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